
【グラント番号リスト】

ＰＤ：萩田　紀博（大阪芸術大学 芸術学部 アートサイエンス学科 学科長・教授）

氏名 グラント番号

石黒 浩 JPMJMS2011

金井 良太 JPMJMS2012

南澤 孝太 JPMJMS2013

新井 史人 JPMJMS2214

新保 史生 JPMJMS2215

松村 武 JPMJMS2216

山西 陽子 JPMJMS2217

ＰＤ：祖父江 元（愛知医科大学 理事長・学長）

氏名 グラント番号

合原 一幸 JPMJMS2021

大野 茂男 JPMJMS2022

片桐 秀樹 JPMJMS2023

高橋 良輔 JPMJMS2024

松浦 善治 JPMJMS2025

ムーンショット目標１「2050年までに、人が身体、脳、空間、時間の制約から
解放された社会を実現」

ムーンショット目標２「2050年までに、超早期に疾患の予測・予防をすること
ができる社会を実現」



ＰＤ：福田 敏男（名古屋大学 未来社会創造機構 客員教授）

氏名 グラント番号

菅野 重樹 JPMJMS2031

永谷 圭司 JPMJMS2032

原田 香奈子 JPMJMS2033

平田 泰久 JPMJMS2034

上野 宗孝 JPMJMS2235

牛久 祥孝 JPMJMS2236

大武 美保子 JPMJMS2237

國井 康晴 JPMJMS2238

下田 真吾 JPMJMS2239

森島 圭祐 JPMJMS223A

吉田 和哉 JPMJMS223B

ＰＤ：北川 勝浩（大阪大学 大学院基礎工学研究科 教授） 

氏名 グラント番号

小芦 雅斗 JPMJMS2061

小坂 英男 JPMJMS2062

高橋 優樹 JPMJMS2063

古澤 明 JPMJMS2064

水野 弘之 JPMJMS2065

山本 俊 JPMJMS2066

山本 剛 JPMJMS2067

青木 隆朗 JPMJMS2268

大森 賢治 JPMJMS2269

小林 和淑 JPMJMS226A

樽茶 清悟 JPMJMS226B

永山 翔太 JPMJMS226C

大森 賢治 JPMJMS256D

小芦 雅斗 JPMJMS256E

小林 和淑 JPMJMS256F

ムーンショット目標６「2050年までに、経済・産業・安全保障を飛躍的に発展
させる誤り耐性型汎用量子コンピュータを実現」

ムーンショット目標３「2050年までに、AIとロボットの共進化により、自ら学
習・行動し人と共生するロボットを実現」



高橋 優樹 JPMJMS256G

樽茶 清悟 JPMJMS256H

古澤 明 JPMJMS256I

御手洗 光祐 JPMJMS256J

山本 俊 JPMJMS256K

山本 剛 JPMJMS256L



氏名 グラント番号

澤田 洋平 JPMJMS2281

筆保 弘徳 JPMJMS2282

山口 弘誠 JPMJMS2283

小槻 峻司 JPMJMS2284

高垣 直尚 JPMJMS2285

西澤 誠也 JPMJMS2286

野々村 拓 JPMJMS2287

森 修一 JPMJMS2288

小槻 峻司 JPMJMS2389

氏名 グラント番号

今水 寛 JPMJMS2291

筒井 健一郎 JPMJMS2292

橋田 浩一 JPMJMS2293

松元 健二 JPMJMS2294

山田 真希子 JPMJMS2295

山脇 成人 JPMJMS2296

菊知 充 JPMJMS2297

喜田 聡 JPMJMS2298

内匠 透 JPMJMS2299

中村 亨 JPMJMS229B

細田 千尋 JPMJMS229C

宮崎 勝彦 JPMJMS229D

篠田 裕之 JPMJMS239E

菱本 明豊 JPMJMS239F

天野 薫 JPMJMS259G

ＰＤ：熊谷 誠慈（京都大学 人と社会の未来研究院 准教授）

ムーンショット目標８「2050年までに、激甚化しつつある台風や豪雨を制御し
極端風水害の脅威から解放された安全安心な社会を実現」

ムーンショット目標９「2050年までに、こころの安らぎや活力を増大すること
で、精神的に豊かで躍動的な社会を実現」

ＰＤ：三好 建正（理化学研究所 計算科学研究センター チームリーダー）



氏名 グラント番号

奥野 広樹 JPMJMS24A1

木須 隆暢 JPMJMS24A2

星 健夫 JPMJMS24A3

岡田 信二 JPMJMS25A4

小澤 徹 JPMJMS25A5

齋藤 晴彦 JPMJMS25A6

田中 秀樹 JPMJMS25A7

谷川 博康 JPMJMS25A8

藤岡 慎介 JPMJMS25A9

森 芳孝 JPMJMS25AA

ムーンショット目標１０「2050年までに、フュージョンエネルギーの多面的な
活用により、地球環境と調和し、資源制約から解き放たれた活力ある社会を実
現」

ＰＤ：吉田 善章（自然科学研究機構 核融合科学研究所 所長）


